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全道組合長会議・道連総会（～24日）

管内共計精算会議

理事会

組合長会総会
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種子馬鈴薯第２期検査
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JAつべつ新事務所オープニングセレモニーにて
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新型コロナウイルスの影響により、中止・延期の場合があります。

組合員戸別訪問を実施します！
組合員と直接情報交換と意見・要望等を確認し、

ＪＡ事業への反映を目的に役職員が戸別に訪問させて頂きます。

７/１水・２木実施日
令和２年
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J A 情 報 館J A 情 報 館
津別町有機酪農研究会が
『ＪＧＡＰ団体認証』を取得

加工馬鈴薯コントラ事業を実施

　５月３日（日）より加工馬鈴薯のコントラクター事
業を実施しました。
　コントラクター利用面積は約６０ｈａであり、植付
はＧＰＳを活用してソイルコンディショニング（ベット
フォーマーで土を盛り、セパレーターで石と土を分解
し砕土した上をプランターで植付）を行い、作業に伴
う労働時間の短縮や品質向上を図る事を目的に５月
２６日（火）に終了しました。
　尚、収穫時期についてもコントラクター事業を予
定しています。 オープニング・セレモニー（テープカット）を開催オープニング・セレモニー（テープカット）を開催

ＪＡつべつ新事務所

　ＪＡつべつ新事務所のオープニング・セレモニー
（テープカット）が５月７日（木）に新事務所前に
て開催しました。
　今般の新型コロナウイルス感染症防止対策等
を踏まえ、当初の規模を縮小し出席者にはマスク
着用等の新型コロナウイルス感染症防止対策を
講じた上での開催となりました。オープニングに

あたり佐野組合長から『事務所新築を機に新たな気持ちで組合員
はもとより地域に根差したＪＡ運営を役職員一丸となり取り進めた
い』との開会挨拶があり、来賓を代表して佐藤多一津別町長からは
『津別町の基幹産業の中心であるＪＡ新事務所がオープニングを迎
え、併せて津別町役場庁舎も建設に向けて現在進めており、より一
層ＪＡとの連携強化を図り活気ある津別町の発展に向けて互いに協
力して行きたい』とご祝辞を頂きました。

　テープカットでは、佐野　成昭　組合長・佐藤　多一　津別町長・鹿中　順一　津別町議会議長・山
元　勝博　中央会北見支所長・㈱三共後藤建設　後藤　武史　代表取締役・ＪＡ職員を代表して四栗
　敬悟　主事補（金融共済課）・中村　淳美　職員（管理課）の７名がテープカットを行い華やかにオー
プニング・セレモニーを行いました。

　津別町有機酪農研究会（会長　石川賢一）は、令和２年３
月２４日に酪農分野では日本で初となる『ＪＧＡＰ団体認
証』を取得しました。ＧＡＰの実践とＧＡＰ団体認証取得に
向けた取組を実施することを令和元年度の重点項目として、
普及センター美幌支所の指導のもと、取得に向けた研修会
等を実施いたしました。
　ＪＡＳ有機認証とは違った衛生管理や環境整備・労務管
理についても学び、２月１７日から１９日の３日間に渡り行わ
れた認証審査を経て、適合性が認められた結果、この度認
証取得を果たしました。今般の認証取得を受け、適切な農場

管理を実践し信頼性の
高い農業生産者及び団
体として、今後も消費者
や乳業関係者の皆様に
安全で安心な生乳の提
供が今以上にできるよう
努めて参ります。

新人職員農家実習報告 令和２年度
第２回　小麦青空教室を開催

　５月２１日（木）に網走農業改良普及センター美幌
支所を講師に迎え、大昭地区・高台地区にて生産者
１１名参加のもと小麦青空教室を開催しました。本
年産小麦については、５月１５日調査時点で草丈・茎
数は平年と比較し高いものの生育状況については、
平年より２日程度遅いとの概況説明を受けました。
　また、止葉期以降の技術対策について、追肥のポ
イントや病害虫防除の詳細、昨年発生の目立った赤
さび病防除に関しての新薬（イントレックスフロアブ
ル）について資料に基づき説明を受け参加した生産
者は熱心に耳を傾けていました。

　ＪＡつべつでは、新人職
員を対象に春と秋の２回、
各５日間の日程で農家実習
を行っています。
　この実習で農家組合員
の日頃の業務内容や実体
験を通じて、今後のＪＡ業
務に資する事を目的として例年実施しています。

畜産課：上野　岳樹　　実習先：（有）石川ファーム
実習期間：５月１８日（月）～５月２２日（金）

　私は、新人職員農家実習を（有）石川ファームで行いました。
　実習の内容は主に牛舎の清掃、給餌、搾乳で新しい牛舎
ということもあり、非常に綺麗という印象を受けました。牛舎
での作業はとても新鮮であり、日々楽しく、また非常に勉強に
なることばかりでした。
　私がこの実習で特に印象に残っていることは、牛の寝床の
清掃で、寝床を綺麗にすることは作業効率を向上させるだけ

でなく、牛の健康維持にも繋が
り、牛に対して思いやる気持ち
を深く学ぶことができました。
　今後、牛と関わる事が増えて
いくなかで、実習で学んだことを
活かし、これから頑張っていき
たいと思います。
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営農支援室からのお知らせ
６月中旬から７月中旬までの営農技術について

小 麦

ばれいしょ

てんさい

　赤かび病の防除時期になりました。開花期から開花
盛期が感染に好適な時期で湿度が高いと多発しやすい
病害です。薬剤は赤かび病の防除を最優先とし、うどん
こ病、赤さび病防除の要否も併せて考え選択して下さ
い。１回目の防除を開花始に確実に行うために、生育状
況や気象状況に注意しタイミングを逸しないように散
布することが重要です。

　薬剤散布は、秋まき小麦で２回、春まき小麦「春よ恋」
で３回、７日間隔での散布を基本とします。春まき小麦
で、は種時期が遅くなった圃場では赤かび病の発生が
多くなり、ＤＯＮ汚染の危険性が高くなるので防除を徹
底して下さい。出穂がばらついた場合や、降雨などによ
り散布が遅れそうな場合は、１回目と２回目の散布間隔
を短くする必要があります。

❶疫病
　北海道病害虫防除所のばれいしょ疫病初発
予測(FLABS)
（http://www.agri.hro.or.jp/boujosho/flab
s/area.html)で、近隣の美幌町のデータを基に
気象状況に注意し、圃場を良く観察し危険期予
測を確認後、防除を開始して下さい。また、耐性
菌の出現を避けるため、系統の異なる薬剤との
ローテーション散布を行うことが重要です。

❶中耕
　最終の中耕は、茎葉を傷めないよう畦間が覆われる前に終わらせて下さい。
葉柄基部に土が寄せられると、根腐病の発生を助長するので十分注意が必要です。

豆 類 ❶中耕
　豆類の根は空気を必要とします。降雨後、土壌表面が固結しやすい圃場では、中耕を重点的
に行って下さい。また、転換畑や排水不良圃場では、畦間サブソイラを入れるなど排水を良好に
し、地温の上昇と圃場の乾燥を図って下さい。着蕾以降に中耕すると断根が多くなり、落花や落
莢の要因となるので、最終の中耕は着蕾までに終えるようにして下さい。

❷除草
除草剤の使用に当たっては、雑草の発生状況を良く確認し、時期を逸しないように注意して下さ
い。また、薬害のないよう農薬使用基準を厳守し、近接する農作物に飛散しないように風向等
に注意して散布して下さい。

たまねぎ 　病害虫では白斑葉枯病やネギアザミ
ウマの重点防除時期を迎えます。生育期
や病害虫の発生状況に応じた適切な管
理を行って下さい。過去にべと病の発生
がみられた圃場は、必ず薬剤の茎葉散布
を実施して下さい。通常の移植栽培で
は、６月３半旬（本病感染前）にグリーン
ペンコゼブ水和剤またはリドミルゴール
ドＭＺの散布を行い、発生が確認された
場合は、速やかに追加防除を行う必要が
あります。

❷軟腐病
　高温多湿条件で発生しますが薬剤の予防散布が重要です。耐性菌の出現を防ぐため、同一
系統の薬剤を連用しない様にして下さい。特に、オキソリニック酸剤は低感受性菌が、ストレプ
トマイシン剤は耐性菌が出現している地域があるので注意が必要です。

赤かび病防除（例）

防 除 時 期

出穂揃～開花期

1回目の7日後

2回目の7日後

3回目の7日後

普及センター青空懇談会資料より改変抜粋

シルバキュアFL・2000倍
または＋オーソサイド水和剤80
リベロ水和剤・2000倍　600～1000倍
もしくはバラライカ水和剤・500倍

【出穂揃とは】
秋まき、春まき
ともに止葉期の
およそ10日後

【※１】
ＤＭＩ剤の連用を
軽減する防除体系

【※2】
④は春まき小麦に
適用
（秋まき小麦は臨
機防除とする）

《従来の体系》
ベフトップジンFL
1000倍

シルバキュアFL・2000倍
またはリベロ水和剤
2000倍

チルト乳剤25・1000～2000倍

プライア水和剤
1500倍

《プライア水和剤使用》
ベフラン液剤25
1000倍

※2

ネギアザミウマの成虫・幼虫
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営農支援室からのお知らせ
６月中旬から７月中旬までの営農技術について

小 麦

ばれいしょ

てんさい

　赤かび病の防除時期になりました。開花期から開花
盛期が感染に好適な時期で湿度が高いと多発しやすい
病害です。薬剤は赤かび病の防除を最優先とし、うどん
こ病、赤さび病防除の要否も併せて考え選択して下さ
い。１回目の防除を開花始に確実に行うために、生育状
況や気象状況に注意しタイミングを逸しないように散
布することが重要です。

　薬剤散布は、秋まき小麦で２回、春まき小麦「春よ恋」
で３回、７日間隔での散布を基本とします。春まき小麦
で、は種時期が遅くなった圃場では赤かび病の発生が
多くなり、ＤＯＮ汚染の危険性が高くなるので防除を徹
底して下さい。出穂がばらついた場合や、降雨などによ
り散布が遅れそうな場合は、１回目と２回目の散布間隔
を短くする必要があります。

❶疫病
　北海道病害虫防除所のばれいしょ疫病初発
予測(FLABS)
（http://www.agri.hro.or.jp/boujosho/flab
s/area.html)で、近隣の美幌町のデータを基に
気象状況に注意し、圃場を良く観察し危険期予
測を確認後、防除を開始して下さい。また、耐性
菌の出現を避けるため、系統の異なる薬剤との
ローテーション散布を行うことが重要です。

❶中耕
　最終の中耕は、茎葉を傷めないよう畦間が覆われる前に終わらせて下さい。
葉柄基部に土が寄せられると、根腐病の発生を助長するので十分注意が必要です。

豆 類 ❶中耕
　豆類の根は空気を必要とします。降雨後、土壌表面が固結しやすい圃場では、中耕を重点的
に行って下さい。また、転換畑や排水不良圃場では、畦間サブソイラを入れるなど排水を良好に
し、地温の上昇と圃場の乾燥を図って下さい。着蕾以降に中耕すると断根が多くなり、落花や落
莢の要因となるので、最終の中耕は着蕾までに終えるようにして下さい。

❷除草
除草剤の使用に当たっては、雑草の発生状況を良く確認し、時期を逸しないように注意して下さ
い。また、薬害のないよう農薬使用基準を厳守し、近接する農作物に飛散しないように風向等
に注意して散布して下さい。

たまねぎ 　病害虫では白斑葉枯病やネギアザミ
ウマの重点防除時期を迎えます。生育期
や病害虫の発生状況に応じた適切な管
理を行って下さい。過去にべと病の発生
がみられた圃場は、必ず薬剤の茎葉散布
を実施して下さい。通常の移植栽培で
は、６月３半旬（本病感染前）にグリーン
ペンコゼブ水和剤またはリドミルゴール
ドＭＺの散布を行い、発生が確認された
場合は、速やかに追加防除を行う必要が
あります。

❷軟腐病
　高温多湿条件で発生しますが薬剤の予防散布が重要です。耐性菌の出現を防ぐため、同一
系統の薬剤を連用しない様にして下さい。特に、オキソリニック酸剤は低感受性菌が、ストレプ
トマイシン剤は耐性菌が出現している地域があるので注意が必要です。

赤かび病防除（例）

防 除 時 期

出穂揃～開花期

1回目の7日後

2回目の7日後

3回目の7日後

普及センター青空懇談会資料より改変抜粋

シルバキュアFL・2000倍
または＋オーソサイド水和剤80
リベロ水和剤・2000倍　600～1000倍
もしくはバラライカ水和剤・500倍

【出穂揃とは】
秋まき、春まき
ともに止葉期の
およそ10日後

【※１】
ＤＭＩ剤の連用を
軽減する防除体系

【※2】
④は春まき小麦に
適用
（秋まき小麦は臨
機防除とする）

《従来の体系》
ベフトップジンFL
1000倍

シルバキュアFL・2000倍
またはリベロ水和剤
2000倍

チルト乳剤25・1000～2000倍

プライア水和剤
1500倍

《プライア水和剤使用》
ベフラン液剤25
1000倍

※2

ネギアザミウマの成虫・幼虫
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と
農
協
全
体
で
抱
え
る
コ
ス
ト
は
上

が
っ
て
い
く
。加
え
て
一
番
困
っ
て
い

る
こ
と
は
、地
方
に
は
な
か
な
か
良
い

人
材
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

こ
と
。大
学
と
連
携
し
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
や
り
な
が
ら
人
材
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、そ
こ
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。女
性
職
員
も
か
つ

て
は
８
割
が
準
職
員
だ
っ
た
が
、も
う

正
職
員
で
な
け
れ
ば
定
着
は
望
め
な

い
。社
会
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

資
格
試
験
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、段

階
的
に
正
職
員
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
だ
め
だ
ろ
う
。

　
宮
本
　
う
ち
も
準
職
で
採
用
し
て

も
、初
級
の
資
格
を
取
れ
ば
３
年
後
に

は
正
職
員
の
道
を
約
束
し
て
い
る
。皆

さ
ん
試
験
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く

れ
て
お
り
、正
職
員
に
な
っ
た
後
は
管

理
部
門
以
外
も
経
験
さ
せ
る
よ
う
人

事
も
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
る
。

　
小
林
　
事
業
管
理
費
の
上
昇
は
避

け
ら
れ
な
い
状
況
だ
が
、こ
し
み
ず
の

農
作
業
支
援
事
業
な
ど
は
ま
さ
に
農

家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
だ
。今
後
、部
門
と
し
て
の
収

益
性
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
佐
藤
　
そ
こ
が
問
題
だ
。派
遣
先
の

農
家
個
々
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ

く
が
、支
援
事
業
は
こ
れ
か
ら
先
、農

協
の
基
幹
的
な
事
業
に
な
る
と
思
う
。

そ
こ
は
将
来
的
に
営
農
指
導
の
対
価

を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
含

め
て
、考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。同

【出席者】
小林　国之
　北海道大学大学院農学研究院准教授
柴田　倫宏
　ＪＡ北海道中央会専務理事
宮本　英靖
　ＪＡピンネ代表理事組合長
佐藤　正昭
　ＪＡこしみず代表理事組合長

労
働
力
確
保
や
施
設
整
備
で
支
援

生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
経
費

　
小
林
　
農
協
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
、

経
営
的
な
見
通
し
は
な
か
な
か
厳
し
い

が
、組
合
員
と
向
き
合
い
、結
集
力
を
高

め
る
こ
と
で
事
業
を
持
続
さ
せ
て
い
く

と
い
う
話
が
あ
っ
た
。実
際
に
農
協
で

力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
た
い
。

　
佐
藤
　
大
切
な
の
は
生
産
力
を
き
ち

ん
と
上
げ
る
こ
と
だ
が
、う
ち
も
農
家

戸
数
の
減
少
に
伴
っ
て
１
戸
当
た
り
の

耕
作
面
積
が
増
え
て
い
る
。そ
う
な
る

と
、手
間
が
か
か
る
野
菜
な
ど
が
減
り
、

だ
ん
だ
ん
畑
作
３
品
中
心
の
経
営
に

戻
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
で
は
輪

作
の
面
で
も
よ
く
な
い
。一
番
の
問
題

で
あ
る
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、３
年
前
に
農
作
業
支
援
事
業
を
立

ち
上
げ
た
。今
は
外
国
人
技
能
実
習
生

と
日
本
人
合
わ
せ
て
1
5
人
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
労
働
力
の
不
足
し
て

い
る
農
家
な
ど
が
活
用
し
て
い
る
。

　
ふ
た
つ
め
は
耕
畜
連
携
で
、う
ち
は

畜
産
が
販
売
高
の
２
割
ほ
ど
し
か
な
い

が
、条
件
が
悪
い
農
地
を
吸
収
し
て
も

ら
っ
た
り
、安
定
的
に
堆
肥
を
調
達
す

る
上
で
も
、畜
産
振
興
は
地
域
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
だ
。そ
こ
を
重
点
的
に

や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、酪
農
で
数
千

㌧
規
模
の
牛
舎
を
つ
く
る
構
想
を
立
て

て
か
ら
も
う
５
年
も
た
つ
。畑
作
地
帯

だ
か
ら
な
か
な
か
場
所
が
な
い
。そ
の

た
め
、今
は
離
農
す
る
酪
農
家
の
牛
舎

を
農
協
が
借
り
上
げ
、そ
こ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。ま
ず

は
生
産
力
を
維
持
す
る
こ
と
と
、地
域

か
ら
人
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
。そ
の
た

め
に
ど
ん
な
仕
組
み
を
つ
く
る
か
。

黙
っ
て
い
て
は
衰
退
の
道
し
か
な
い

が
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
れ

ば
自
然
と
人
は
集
ま
っ
て
く
る
も
の

だ
。

　
ま
た
、畑
作
関
係
で
は
新
た
な
輪
作

体
系
の
確
立
と
併
せ
て「
畑
作
対
策
基

金
」の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
。

　
宮
本
　
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
は
農
地

の
８
割
が
水
田
で
あ
り
、中
心
と
な
る

米
の
生
産
性
を
高
め
、そ
れ
を
い
か
に

集
荷
し
て
有
利
販
売
し
て
い
く
か
が
農

協
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。１
戸
当
た

り
の
経
営
面
積
は
平
均
16
㌶
と
、離
農

に
伴
っ
て
こ
の
10
年
間
で
２
倍
に
な
っ

て
い
る
。そ
の
中
で
米
の
施
設
に
つ
い

て
は
、行
政
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
新

十
津
川
町
と
浦
臼
町
に
１
カ
所
ず
つ
、

１
万
㌧
の
米
ば
ら
貯
蔵
施
設
が
あ
る

が
、３
つ
め
の
１
万
㌧
ク
ラ
ス
を
半
乾

ば
ら
施
設
で
整
備
し
た
い
と
い
う
構
想

を
持
っ
て
い
る
。現
状
の
施
設
規
模
で

は
だ
ん
だ
ん
足
り
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
、次
の
策
を
打
た
な
け
れ
ば
組
合
員

の
規
模
拡
大
に
対
応
で
き
な
い
。遊
休

農
地
は
な
く
、こ
れ
か
ら
も
１
戸
当
た

り
の
面
積
は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。農

協
の
使
命
を
果
た
す
上
で
ま
ず
は
施
設

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、国
の
ス
マ
ー
ト
農

業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
人
経
営
型

に
新
十
津
川
町
の
個
人
の
農
園
が
採
用

ＪＡグループ北海道座談会 持続可能なＪＡの事業運営を考える　下
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さ
れ
、無
人
化
・
省
力
化
に
向
け
た
機

械
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。す
で

に
ド
ロ
ー
ン
や
田
植
え
機
に
つ
い
て

は
、行
政
と
連
携
し
て
助
成
金
対
応

の
中
で
導
入
を
進
め
て
お
り
、こ
う

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
地
域
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。こ
れ

ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、地

域
の
作
付
面
積
を
維
持
し
、生
産
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、そ
れ

が
総
合
事
業
の
中
で
、金
融
や
共
済
、

経
済
事
業
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と

い
う
考
え
だ
。

　
ま
た
、地
方
の
農
協
は
、行
政
や
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
体
の
組
織
、社
会

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
的
な
組
織
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、町
の

政
策
と
共
同
で
事
業
展
開
を
し
た

り
、逆
に
わ
れ
わ
れ
の
取
り
組
み
に

行
政
に
入
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、そ

こ
は
相
互
に
参
画
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。今
も

要
請
が
あ
れ
ば
、農
協
事
業
と
は

ま
っ
た
く
関
係
が
な
く
て
も
、組
織

体
を
つ
く
っ
て
行
政
と
一
緒
に
や
っ

て
い
る
し
、そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、財
政
面
を
含
め
、農
協
の
事
業
に

対
し
て
行
政
か
ら
支
援
を
い
た
だ
け

る
部
分
も
あ
る
。

　
小
林
　
農
協
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
増
え
る
一
方
で
、経

営
の
効
率
化
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
れ
ま
で
北
海
道
の
農
協
は
、例
え

ば
生
活
店
舗
を
外
部
化
し
た
り
、人
件

費
な
ど
の
事
業
管
理
費
を
削
減
し
な
が

ら
、何
と
か
経
営
の
合
理
化
を
進
め
て

き
た
と
思
う
が
、今
後
を
考
え
る
と
、事

業
の
外
出
し
も
あ
る
程
度
終
わ
り
、人

件
費
の
削
減
も
限
界
に
き
て
い
る
。加

え
て
国
か
ら
は「
働
き
方
改
革
」が
求
め

ら
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
ど
う
効
率
を

上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
課

題
。実
際
問
題
と
し
て
こ
れ
以
上
、人
を

減
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
宮
本
　
逆
に
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い

の
が
現
状
で
、す
で
に
米
の
調
製
施
設

な
ど
は
、働
き
方
改
革
に
対
応
す
る
た

め
、２
班
か
ら
３
班
体
制
に
変
更
し
て

お
り
、青
年
部
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
何
と
か
人
手
を
確
保
し
て
い

る
状
況
だ
。

　
加
え
て
事
業
管
理
費
も
上
が
る
。特

に
大
き
い
の
は
管
理
部
門
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
で
、す
べ
て
に
お
い
て
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
、ひ
と
り
で
対
応
し

て
は
い
け
な
い
、行
動
す
る
と
き
も
２

〜
３
人
で
動
く
よ
う
に
と
の
監
査
指
導

が
入
っ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
る
人
件
費

の
上
昇
が
大
き
い
。　

　
佐
藤
　
事
業
管
理
費
は
間
違
い
な
く

上
が
る
。下
が
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

特
に
、農
作
業
支
援
事
業
な
ど
を
や
る

時
に
、町
の
基
幹
産
業
を
育
て
る
た
め

に
は
行
政
の
支
援
も
い
た
だ
き
た
い
。

酪
農
の
法
人
化
の
話
も
、町
と
農
協
が

出
資
す
る
形
で
、し
っ
か
り
経
営
管
理

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。そ
こ
で
掛
か
る
コ
ス
ト
に
つ

い
て
も
内
部
で
し
っ
か
り
議
論
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。生
産
性
を

上
げ
る
た
め
に
必
要
な
経
費
だ
と
い

う
こ
と
を
、組
合
員
の
皆
さ
ん
と
共
有

し
な
け
れ
ば
で
き
る
話
で
は
な
い
。今

こ
そ
協
同
組
合
と
し
て
、組
合
員
に
も

意
識
変
革
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

だ
め
だ
ろ
う
。

　
小
林
　
農
協
の
仕
事
は
農
産
物
の

販
売
な
ど
目
に
見
え
る
事
業
だ
け
で

な
く
、地
域
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
あ
る
。そ
れ
が
経
費
で
い
う
と
事

業
管
理
費
と
し
て
出
て
く
る
わ
け
だ

が
、今
後
は
ど
こ
か
の
段
階
で
、手
数

料
や
賦
課
金
の
あ
り
方
を
含
め
、農
協

の
営
農
指
導
事
業
と
は
何
か
と
い
う

話
を
整
理
し
て
、個
々
の
農
協
で
ど
こ

ま
で
や
る
の
か
、そ
れ
を
や
る
た
め
に

は
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
か
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
議
論
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
宮
本
　
実
は
、う
ち
は
２
０
０
８
年

ま
で
営
農
賦
課
金
を
も
ら
っ
て
い
な

か
っ
た
。旧
新
十
津
川
農
協
は
賦
課
金

が
な
か
っ
た
の
で
、98
年
の
３
農
協
合

併
の
折
に
、合
併
し
て
も
賦
課
金
は
も

ら
わ
ず
、そ
の
た
め
営
農
指
導
に
か
か

る
資
金
は
総
合
事
業
の
中
で
や
り
く

り
し
て
い
た
が
、営
農
渉
外
課
を
設
け

た
の
を
き
っ
か
け
に
賦
課
金
を
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。水
準
は
空
知
管
内
の

平
均
で
組
合
員
１
人
当
た
り
１
万
円
、

水
田
は
10
㌃
当
た
り
２
０
０
円
で
、６

万
円
が
上
限
。こ
れ
に
つ
い
て
は
組
合

員
か
ら
大
き
な
反
対
も
な
く
理
解
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
佐
藤
　
う
ち
も
賦
課
金
は
も
ら
っ

て
い
る
が
、施
設
を
建
て
る
と
き
に
出

資
金
は
も
ら
わ
ず
に
や
っ
て
き
た
。農

協
経
営
の
中
で
し
っ
か
り
内
部
留
保

し
、自
分
た
ち
の
努
力
で
や
る
と
い
う

方
針
だ
っ
た
か
ら
。た
だ
し
、こ
れ
か

ら
は
そ
う
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
時

期
が
く
る
と
思
う
。こ
れ
か
ら
考
え
ら

れ
る
の
は
、手
数
料
そ
の
も
の
を
上
げ

る
の
は
無
理
だ
と
思
う
が
、コ
ス
ト
と

し
て
掛
か
る
も
の
は
い
た
だ
く
と
い

う
形
だ
ろ
う
。

　
一
方
、も
ら
う
ば
か
り
で
は
な
く
、

う
ち
は
事
業
分
量
配
当
で
毎
年
約
１

億
円
を
組
合
員
に
戻
し
て
い
る
。３
０

０
戸
強
だ
か
ら
１
戸
平
均
30
万
円
ほ

ど
だ
が
、そ
れ
を
経
営
主
の
退
職
金
と

し
て
積
ん
で
い
る
。10
年
た
て
ば
３
０

０
万
円
、20
年
た
て
ば
６
０
０
万
円
に

な
る
。農
家
に
は
退
職
金
制
度
が
な
い

の
で
、農
家
の
経
営
管
理
の
ひ
と
つ
と

し
て
、そ
う
い
う
仕
組
み
も
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。税
金
対
策
も

同
じ
で
、相
続
や
贈
与
税
な
ど
総
合
的

な
税
対
策
と
な
る
と
あ
ま
り
準
備
し

て
い
な
い
人
も
多
く
、農
協
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
。農
家
の
経
営

を
守
る
た
め
に
は
そ
う
い
う
仕
組
み
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と
農
協
全
体
で
抱
え
る
コ
ス
ト
は
上

が
っ
て
い
く
。加
え
て
一
番
困
っ
て
い

る
こ
と
は
、地
方
に
は
な
か
な
か
良
い

人
材
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

こ
と
。大
学
と
連
携
し
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
や
り
な
が
ら
人
材
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、そ
こ
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。女
性
職
員
も
か
つ

て
は
８
割
が
準
職
員
だ
っ
た
が
、も
う

正
職
員
で
な
け
れ
ば
定
着
は
望
め
な

い
。社
会
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

資
格
試
験
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、段

階
的
に
正
職
員
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
だ
め
だ
ろ
う
。

　
宮
本
　
う
ち
も
準
職
で
採
用
し
て

も
、初
級
の
資
格
を
取
れ
ば
３
年
後
に

は
正
職
員
の
道
を
約
束
し
て
い
る
。皆

さ
ん
試
験
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く

れ
て
お
り
、正
職
員
に
な
っ
た
後
は
管

理
部
門
以
外
も
経
験
さ
せ
る
よ
う
人

事
も
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
る
。

　
小
林
　
事
業
管
理
費
の
上
昇
は
避

け
ら
れ
な
い
状
況
だ
が
、こ
し
み
ず
の

農
作
業
支
援
事
業
な
ど
は
ま
さ
に
農

家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
だ
。今
後
、部
門
と
し
て
の
収

益
性
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
佐
藤
　
そ
こ
が
問
題
だ
。派
遣
先
の

農
家
個
々
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ

く
が
、支
援
事
業
は
こ
れ
か
ら
先
、農

協
の
基
幹
的
な
事
業
に
な
る
と
思
う
。

そ
こ
は
将
来
的
に
営
農
指
導
の
対
価

を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
含

め
て
、考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。同
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労
働
力
確
保
や
施
設
整
備
で
支
援

生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
経
費

　
小
林
　
農
協
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
、

経
営
的
な
見
通
し
は
な
か
な
か
厳
し
い

が
、組
合
員
と
向
き
合
い
、結
集
力
を
高

め
る
こ
と
で
事
業
を
持
続
さ
せ
て
い
く

と
い
う
話
が
あ
っ
た
。実
際
に
農
協
で

力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
た
い
。

　
佐
藤
　
大
切
な
の
は
生
産
力
を
き
ち

ん
と
上
げ
る
こ
と
だ
が
、う
ち
も
農
家

戸
数
の
減
少
に
伴
っ
て
１
戸
当
た
り
の

耕
作
面
積
が
増
え
て
い
る
。そ
う
な
る

と
、手
間
が
か
か
る
野
菜
な
ど
が
減
り
、

だ
ん
だ
ん
畑
作
３
品
中
心
の
経
営
に

戻
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
で
は
輪

作
の
面
で
も
よ
く
な
い
。一
番
の
問
題

で
あ
る
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、３
年
前
に
農
作
業
支
援
事
業
を
立

ち
上
げ
た
。今
は
外
国
人
技
能
実
習
生

と
日
本
人
合
わ
せ
て
1
5
人
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
労
働
力
の
不
足
し
て

い
る
農
家
な
ど
が
活
用
し
て
い
る
。

　
ふ
た
つ
め
は
耕
畜
連
携
で
、う
ち
は

畜
産
が
販
売
高
の
２
割
ほ
ど
し
か
な
い

が
、条
件
が
悪
い
農
地
を
吸
収
し
て
も

ら
っ
た
り
、安
定
的
に
堆
肥
を
調
達
す

る
上
で
も
、畜
産
振
興
は
地
域
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
だ
。そ
こ
を
重
点
的
に

や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、酪
農
で
数
千

㌧
規
模
の
牛
舎
を
つ
く
る
構
想
を
立
て

て
か
ら
も
う
５
年
も
た
つ
。畑
作
地
帯

だ
か
ら
な
か
な
か
場
所
が
な
い
。そ
の

た
め
、今
は
離
農
す
る
酪
農
家
の
牛
舎

を
農
協
が
借
り
上
げ
、そ
こ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。ま
ず

は
生
産
力
を
維
持
す
る
こ
と
と
、地
域

か
ら
人
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
。そ
の
た

め
に
ど
ん
な
仕
組
み
を
つ
く
る
か
。

黙
っ
て
い
て
は
衰
退
の
道
し
か
な
い

が
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
れ

ば
自
然
と
人
は
集
ま
っ
て
く
る
も
の

だ
。

　
ま
た
、畑
作
関
係
で
は
新
た
な
輪
作

体
系
の
確
立
と
併
せ
て「
畑
作
対
策
基

金
」の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
。

　
宮
本
　
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
は
農
地

の
８
割
が
水
田
で
あ
り
、中
心
と
な
る

米
の
生
産
性
を
高
め
、そ
れ
を
い
か
に

集
荷
し
て
有
利
販
売
し
て
い
く
か
が
農

協
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。１
戸
当
た

り
の
経
営
面
積
は
平
均
16
㌶
と
、離
農

に
伴
っ
て
こ
の
10
年
間
で
２
倍
に
な
っ

て
い
る
。そ
の
中
で
米
の
施
設
に
つ
い

て
は
、行
政
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
新

十
津
川
町
と
浦
臼
町
に
１
カ
所
ず
つ
、

１
万
㌧
の
米
ば
ら
貯
蔵
施
設
が
あ
る

が
、３
つ
め
の
１
万
㌧
ク
ラ
ス
を
半
乾

ば
ら
施
設
で
整
備
し
た
い
と
い
う
構
想

を
持
っ
て
い
る
。現
状
の
施
設
規
模
で

は
だ
ん
だ
ん
足
り
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
、次
の
策
を
打
た
な
け
れ
ば
組
合
員

の
規
模
拡
大
に
対
応
で
き
な
い
。遊
休

農
地
は
な
く
、こ
れ
か
ら
も
１
戸
当
た

り
の
面
積
は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。農

協
の
使
命
を
果
た
す
上
で
ま
ず
は
施
設

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、国
の
ス
マ
ー
ト
農

業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
人
経
営
型

に
新
十
津
川
町
の
個
人
の
農
園
が
採
用
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さ
れ
、無
人
化
・
省
力
化
に
向
け
た
機

械
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。す
で

に
ド
ロ
ー
ン
や
田
植
え
機
に
つ
い
て

は
、行
政
と
連
携
し
て
助
成
金
対
応

の
中
で
導
入
を
進
め
て
お
り
、こ
う

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
地
域
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。こ
れ

ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、地

域
の
作
付
面
積
を
維
持
し
、生
産
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、そ
れ

が
総
合
事
業
の
中
で
、金
融
や
共
済
、

経
済
事
業
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と

い
う
考
え
だ
。

　
ま
た
、地
方
の
農
協
は
、行
政
や
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
体
の
組
織
、社
会

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
的
な
組
織
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、町
の

政
策
と
共
同
で
事
業
展
開
を
し
た

り
、逆
に
わ
れ
わ
れ
の
取
り
組
み
に

行
政
に
入
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、そ

こ
は
相
互
に
参
画
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。今
も

要
請
が
あ
れ
ば
、農
協
事
業
と
は

ま
っ
た
く
関
係
が
な
く
て
も
、組
織

体
を
つ
く
っ
て
行
政
と
一
緒
に
や
っ

て
い
る
し
、そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、財
政
面
を
含
め
、農
協
の
事
業
に

対
し
て
行
政
か
ら
支
援
を
い
た
だ
け

る
部
分
も
あ
る
。

　
小
林
　
農
協
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
増
え
る
一
方
で
、経

営
の
効
率
化
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
れ
ま
で
北
海
道
の
農
協
は
、例
え

ば
生
活
店
舗
を
外
部
化
し
た
り
、人
件

費
な
ど
の
事
業
管
理
費
を
削
減
し
な
が

ら
、何
と
か
経
営
の
合
理
化
を
進
め
て

き
た
と
思
う
が
、今
後
を
考
え
る
と
、事

業
の
外
出
し
も
あ
る
程
度
終
わ
り
、人

件
費
の
削
減
も
限
界
に
き
て
い
る
。加

え
て
国
か
ら
は「
働
き
方
改
革
」が
求
め

ら
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
ど
う
効
率
を

上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
課

題
。実
際
問
題
と
し
て
こ
れ
以
上
、人
を

減
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
宮
本
　
逆
に
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い

の
が
現
状
で
、す
で
に
米
の
調
製
施
設

な
ど
は
、働
き
方
改
革
に
対
応
す
る
た

め
、２
班
か
ら
３
班
体
制
に
変
更
し
て

お
り
、青
年
部
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
何
と
か
人
手
を
確
保
し
て
い

る
状
況
だ
。

　
加
え
て
事
業
管
理
費
も
上
が
る
。特

に
大
き
い
の
は
管
理
部
門
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
で
、す
べ
て
に
お
い
て
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
、ひ
と
り
で
対
応
し

て
は
い
け
な
い
、行
動
す
る
と
き
も
２

〜
３
人
で
動
く
よ
う
に
と
の
監
査
指
導

が
入
っ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
る
人
件
費

の
上
昇
が
大
き
い
。　

　
佐
藤
　
事
業
管
理
費
は
間
違
い
な
く

上
が
る
。下
が
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

特
に
、農
作
業
支
援
事
業
な
ど
を
や
る

時
に
、町
の
基
幹
産
業
を
育
て
る
た
め

に
は
行
政
の
支
援
も
い
た
だ
き
た
い
。

酪
農
の
法
人
化
の
話
も
、町
と
農
協
が

出
資
す
る
形
で
、し
っ
か
り
経
営
管
理

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。そ
こ
で
掛
か
る
コ
ス
ト
に
つ

い
て
も
内
部
で
し
っ
か
り
議
論
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。生
産
性
を

上
げ
る
た
め
に
必
要
な
経
費
だ
と
い

う
こ
と
を
、組
合
員
の
皆
さ
ん
と
共
有

し
な
け
れ
ば
で
き
る
話
で
は
な
い
。今

こ
そ
協
同
組
合
と
し
て
、組
合
員
に
も

意
識
変
革
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

だ
め
だ
ろ
う
。

　
小
林
　
農
協
の
仕
事
は
農
産
物
の

販
売
な
ど
目
に
見
え
る
事
業
だ
け
で

な
く
、地
域
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
あ
る
。そ
れ
が
経
費
で
い
う
と
事

業
管
理
費
と
し
て
出
て
く
る
わ
け
だ

が
、今
後
は
ど
こ
か
の
段
階
で
、手
数

料
や
賦
課
金
の
あ
り
方
を
含
め
、農
協

の
営
農
指
導
事
業
と
は
何
か
と
い
う

話
を
整
理
し
て
、個
々
の
農
協
で
ど
こ

ま
で
や
る
の
か
、そ
れ
を
や
る
た
め
に

は
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
か
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
議
論
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
宮
本
　
実
は
、う
ち
は
２
０
０
８
年

ま
で
営
農
賦
課
金
を
も
ら
っ
て
い
な

か
っ
た
。旧
新
十
津
川
農
協
は
賦
課
金

が
な
か
っ
た
の
で
、98
年
の
３
農
協
合

併
の
折
に
、合
併
し
て
も
賦
課
金
は
も

ら
わ
ず
、そ
の
た
め
営
農
指
導
に
か
か

る
資
金
は
総
合
事
業
の
中
で
や
り
く

り
し
て
い
た
が
、営
農
渉
外
課
を
設
け

た
の
を
き
っ
か
け
に
賦
課
金
を
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。水
準
は
空
知
管
内
の

平
均
で
組
合
員
１
人
当
た
り
１
万
円
、

水
田
は
10
㌃
当
た
り
２
０
０
円
で
、６

万
円
が
上
限
。こ
れ
に
つ
い
て
は
組
合

員
か
ら
大
き
な
反
対
も
な
く
理
解
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
佐
藤
　
う
ち
も
賦
課
金
は
も
ら
っ

て
い
る
が
、施
設
を
建
て
る
と
き
に
出

資
金
は
も
ら
わ
ず
に
や
っ
て
き
た
。農

協
経
営
の
中
で
し
っ
か
り
内
部
留
保

し
、自
分
た
ち
の
努
力
で
や
る
と
い
う

方
針
だ
っ
た
か
ら
。た
だ
し
、こ
れ
か

ら
は
そ
う
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
時

期
が
く
る
と
思
う
。こ
れ
か
ら
考
え
ら

れ
る
の
は
、手
数
料
そ
の
も
の
を
上
げ

る
の
は
無
理
だ
と
思
う
が
、コ
ス
ト
と

し
て
掛
か
る
も
の
は
い
た
だ
く
と
い

う
形
だ
ろ
う
。

　
一
方
、も
ら
う
ば
か
り
で
は
な
く
、

う
ち
は
事
業
分
量
配
当
で
毎
年
約
１

億
円
を
組
合
員
に
戻
し
て
い
る
。３
０

０
戸
強
だ
か
ら
１
戸
平
均
30
万
円
ほ

ど
だ
が
、そ
れ
を
経
営
主
の
退
職
金
と

し
て
積
ん
で
い
る
。10
年
た
て
ば
３
０

０
万
円
、20
年
た
て
ば
６
０
０
万
円
に

な
る
。農
家
に
は
退
職
金
制
度
が
な
い

の
で
、農
家
の
経
営
管
理
の
ひ
と
つ
と

し
て
、そ
う
い
う
仕
組
み
も
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。税
金
対
策
も

同
じ
で
、相
続
や
贈
与
税
な
ど
総
合
的

な
税
対
策
と
な
る
と
あ
ま
り
準
備
し

て
い
な
い
人
も
多
く
、農
協
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
。農
家
の
経
営

を
守
る
た
め
に
は
そ
う
い
う
仕
組
み
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事
業
間
連
携
な
ど
結
び
付
き
柔
軟
に

も
必
要
だ
し
、農
協
の
経
営
に
と
っ
て
も

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
柴
田
　
今
回
の
事
業
基
盤
に
関
す
る

検
討
に
関
し
て
は
、農
水
省
も
全
国
の
農

協
に
対
し
、営
農
指
導
を
含
め
た
経
済
事

業
を
黒
字
化
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る

が
、最
近
は
赤
字
だ
か
ら
す
べ
て
だ
め
だ

と
い
う
の
で
は
な
く
、農
協
が
総
合
事
業

を
や
っ
て
い
く
中
で
、全
体
と
し
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
問

題
な
い
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
言
い
方

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。経
済
事
業
は
黒

字
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
本
来
の
思
い

は
あ
り
つ
つ
も
、例
え
ば
都
市
型
農
協
な

ど
で
あ
れ
ば
、黒
字
ま
で
い
か
な
く
て
も

賦
課
金
を
も
ら
う
こ
と
で「
き
ち
ん
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
」と
言
え
る
の

な
ら
、外
か
ら
い
ろ
い
ろ
言
う
必
要
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
。当
然
、コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
対
し

て
は
厳
し
い
対
応
に
な
る
が
、農
水
省
内

で
も
少
し
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
る
。わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
そ
れ
に

沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
そ
の
中
で
金
融
事
業
を
め
ぐ
る
環
境

が
厳
し
い
と
い
う
の
は
共
通
し
た
課
題

で
あ
り
、こ
の
先
も
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
を
確
立
す
る
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
協

が
自
分
た
ち
の
強
み
や
弱
み
を
考
え
て

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
。奨
励
金
な
ど
環
境
の
変
化
に
応
じ
て

各
農
協
で
毎
年
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、中
央
会
も
そ
れ
を
共

有
し
、収
支
の
改
善
見
通
し
や
安
定
的
な

収
支
を
確
保
す
る
た
め
に
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
な
ど
、そ
の
農
協
に
合
わ
せ
た

お
手
伝
い
を
し
て
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
た
だ
し
、こ
の
間
、農
協
改
革
な
ど

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ

た
が
、農
協
に
対
す
る
社
会
の
意
識
も

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。江

藤
農
水
大
臣
の
就
任
あ
い
さ
つ
で
も
、

こ
れ
だ
け
全
国
で
災
害
が
毎
年
あ
る

中
で
、地
域
の
Ｊ
Ａ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、本
来
の
経
済
事
業
だ
け
で
な

く
、地
域
へ
の
貢
献
な
ど
を
き
ち
ん
と

評
価
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
発
言
し

て
い
た
し
、併
せ
て
家
族
経
営
の
位
置

づ
け
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題

提
起
も
し
て
い
た
。時
の
大
臣
が
あ
あ

い
う
発
言
を
し
た
の
は
重
要
な
こ
と
。

潮
目
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。

　
佐
藤
　
農
水
省
も
農
協
改
革
の
中

で
農
協
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
と
厳
し

い
こ
と
を
や
っ
て
き
た
が
、中
身
を
よ

く
調
べ
て
み
る
と
、逆
に
協
同
組
合
が

地
域
で
ど
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

た
の
か
、見
え
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。私
自
身
、自
分
た
ち
が
進
ん
で
い

る
道
は
間
違
い
じ
ゃ
な
い
、正
し
か
っ

た
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

　
小
林
　
こ
れ
か
ら
は「
正
し
か
っ

た
」と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
声
に
出

し
、内
外
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。全
国
の
農
協

で
も
組
合
員
と
の
対
話
と
し
て
職
員

訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、ピ
ン
ネ
の
営
農
渉
外
課
や

こ
し
み
ず
の
農
作
業
支
援
事
業
な
ど

の
取
り
組
み
は
全
国
で
も
驚
か
れ
る

事
例
だ
と
思
う
。中
央
会
と
連
携
し
、

北
海
道
か
ら
も
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
形

で
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。小
清
水

で
は
農
作
業
支
援
事
業
に
人
を
呼
ぶ

た
め
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
の
媒
体
も
ど

ん
ど
ん
活
用
し
て
発
信
し
て
い
る
。

　
佐
藤
　
や
る
ほ
う
は
大
変
だ
が
、ラ

ジ
オ
を
聞
い
て
実
際
に
人
が
来
て
く

れ
れ
ば
達
成
感
が
あ
り
、ま
た
頑
張
ろ

う
と
な
る
。そ
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ

と
思
う
。

　
農
作
業
支
援
事
業
に
関
し
て
も
、町

内
で
廃
校
に
な
っ
た
高
校
の
跡
地
を

活
用
し
て
拠
点
施
設
を
つ
く
ろ
う
と

今
動
い
て
い
る
が
、そ
の
構
想
を
上
げ

て
き
た
の
は
職
員
。か
な
り
大
き
な
施

設
だ
し
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か

る
。こ
れ
は
大
変
だ
と
思
っ
た
が
、一

緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
と
形
が
で

き
て
く
る
。や
ら
な
け
れ
ば
何
も
生
ま

れ
な
い
が
、や
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か

が
生
ま
れ
る
。衰
退
よ
り
は
何
か
す
る

こ
と
。そ
れ
を
職
員
が
自
分
た
ち
で
考

え
て
提
案
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
心
を

打
た
れ
た
。総
代
会
で
反
対
さ
れ
れ
ば

で
き
な
い
が
、農
協
は
そ
う
い
う
組
織

で
あ
り
、組
合
員
が
受
け
止
め
る
こ
と

も
大
事
だ
と
思
う
。

　
柴
田
　
職
員
の
思
い
が
そ
の
よ
う

な
形
で
積
み
上
が
っ
て
く
る
と
、今
度

は
理
事
者
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
頑
張
る
。そ
う
し

た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
積
み
上
げ
が
、協

同
組
合
運
動
の
原
点
と
い
う
気
が
す

る
。

　
小
林
　
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
の
あ
り

方
と
い
う
こ
と
で
私
が
感
じ
て
い
る

の
は
、今
は
北
海
道
に
１
０
８
Ｊ
Ａ

が
あ
り
、こ
れ
か
ら
少
し
合
併
が
進

む
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
が
、例
え

ば
事
業
間
連
携
な
ど
、Ｊ
Ａ
同
士
が

も
っ
と
有
機
的
に
結
び
付
く
こ
と
に

よ
っ
て
、コ
ス
ト
面
で
は
事
業
管
理

費
を
削
減
し
た
り
、販
売
面
で
は
よ

り
機
敏
な
対
応
を
可
能
に
す
る
と

い
っ
た
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

　
佐
藤
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
は
14
農

協
あ
り
、う
ち
を
含
め
て
合
併
は
そ

れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
が
、こ
れ
か

ら
は
管
内
14
農
協
が
連
携
し
、共
通

の
課
題
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
、将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。そ
の
中
で
事
業
間

連
携
に
関
し
て
言
え
ば
、う
ち
に
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
が
あ
る
。小
さ

な
農
協
は
人
材
確
保
が
大
変
な
の

で
、各
農
協
で
は
で
き
な
い
よ
う
な

事
業
の
中
身
を
精
査
し
、そ
れ
に
対

応
で
き
る
人
材
を
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協

連
に
集
め
、い
つ
で
も
相
談
で
き
る

よ
う
な
組
織
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。全
道
的
な
課
題
に
は
中

央
会
が
対
応
し
て
く
れ
る
が
、管
内

特
有
の
悩
み
と
い
う
の
も
あ
る
。農

協
の
駆
け
込
み
寺
で
は
な
い
が
、オ

ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
を
核
に
し
て
、単
体

の
農
協
事
業
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

組
織
全
体
で
地
域
を
守
り
、共
有
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
ブ
ラ
ン
ド
を
大
切
に
育
て
て

い
く
と
い
う
、も
っ
と
広
い
と
こ
ろ
に

目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と

思
う
。ま
た
、そ
う
し
た
相
互
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
れ

を
見
て
い
る
組
合
員
に
も
、協
同
組
合

や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
大
切
さ
が
自
然
と

伝
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　
宮
本
　
う
ち
も
事
業
連
携
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、中
空
知
地

域
の
Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
、Ｊ
Ａ
新
す
な
が

わ
、ピ
ン
ネ
の
３
農
協
の
間
で
選
果
施

設
の
共
同
利
用
を
検
討
し
て
き
た
。青

果
物
な
ど
の
選
果
施
設
は
各
農
協
で

持
っ
て
い
る
が
、水
田
の
規
模
拡
大
に

伴
い
、ど
こ
の
農
協
も
野
菜
の
生
産
規

模
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ
の

た
め
３
農
協
で
事
業
連
携
を
組
み
、共

通
す
る
品
目
の
選
果
施
設
を
共
有
化
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
５
年
前
に
提

案
し
、最
初
に
花
き
の
集
荷
・
選
果
施
設

で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。Ｊ
Ａ
新

す
な
が
わ
の
花
を
う
ち
の
施
設
で
選
別

し
、産
地
も
し
っ
か
り
明
記
し
な
が
ら

出
荷
し
て
い
る
。ま
た
、た
ま
ね
ぎ
は
Ｊ

Ａ
新
す
な
が
わ
が
広
域
の
事
業
連
携
で

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、こ
の

部
分
で
も
何
と
か
中
空
知
３
農
協
で
事

業
連
携
が
組
め
な
い
か
と
い
う
提
案
を

し
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、ア
ス
パ
ラ
、い

ん
げ
ん
な
ど
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
で

小
規
模
な
施
設
を
持
っ
て
い
る
が
、地

域
で
連
携
が
取
れ
な
い
か
と
提
案
し
て

い
る
。時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、規
模
が
縮
小
し
て
施
設
を
維
持
で

き
な
く
な
る
前
に
、何
と
か
２
つ
、３
つ

の
事
業
連
携
を
形
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。組
合
員
の
た
め
に
も
、ぜ

ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

　
佐
藤
　
施
設
を
ま
と
め
る
の
は
大
変

だ
。オ
ホ
ー
ツ
ク
で
も
ビ
ー
ン
ズ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
を
つ
く
っ
た
が
、あ
れ
は
実

現
す
る
ま
で
に
５
年
ぐ
ら
い
か
か
っ

た
。管
内
の
で
ん
粉
工
場
の
再
編
も
同

じ
で
、よ
う
や
く
ひ
と
つ
区
切
り
が
つ

く
が
、こ
れ
は
10
年
か
か
っ
た
。一
度
ま

と
ま
れ
ば
行
政
な
ど
の
支
援
も
得
ら
れ

る
が
、や
は
り
わ
が
町
、わ
が
農
協
と
い

う
思
い
が
あ
る
か
ら
時
間
が
か
か
る
。

し
か
し
、い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
。先
の
話
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
。

　
柴
田
　
厳
し
く
な
ら
な
い
と
ま
と

ま
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
の
は
ま
っ
た

く
そ
の
と
お
り
で
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
捉
え
な
い
と
、事
業
間
連
携

な
ど
の
話
は
出
て
こ
な
い
と
思
う
。例

え
ば
農
協
合
併
に
つ
い
て
も
、今
ま
で

の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
進
め
れ
ば
い
い
と

は
思
わ
な
い
し
、皆
さ
ん
が
考
え
た
結

果
が
単
独
で
の
総
合
事
業
体
だ
と
す
れ

ば
、そ
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、各
農
協
や
地

域
で
考
え
る
土
壌
が
出
来
つ
つ
あ
る
と

い
う
の
は
、あ
る
意
味
チ
ャ
ン
ス
だ
と

感
じ
る
。そ
の
中
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
事

業
間
連
携
も
あ
れ
ば
、施
設
の
効
率
利

用
も
あ
る
。そ
れ
を
ど
の
範
囲
で
や
る

の
か
。地
域
や
事
業
内
容
に
よ
っ
て
、オ

ホ
ー
ツ
ク
の
よ
う
な
地
区
単
位
で
や
る

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、中
空
知
の
よ
う
な

農
協
単
位
で
や
れ
る
も
の
も
あ
る
。そ

う
い
う
皆
さ
ん
の
協
議
の
場
に
、わ
れ

わ
れ
中
央
会
や
ホ
ク
レ
ン
、信
連
な
ど

連
合
会
が
入
り
な
が
ら
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
役
割
を
北
海
道
全
体
で
考
え
直

し
、ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
圧
縮
し
て
い

け
る
よ
う
、中
央
会
と
し
て
も
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、全
国
的
に
持
続
可
能
な
事
業

運
営
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
で
出
て
き

て
い
る
の
は
、金
融
店
舗
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

集
約
化
な
ど
を
通
じ
て
浮
い
た
人
員
を

対
話
型
の
業
務
に
回
す
と
い
う
の
が
大

き
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。そ
う
考
え
る

と
、ピ
ン
ネ
の
営
農
渉
外
課
な
ど
は
ま

さ
に
そ
れ
だ
し
、こ
し
み
ず
の
農
作
業

支
援
事
業
を
含
め
、全
国
の
動
き
を
先

取
り
し
た
取
り
組
み
が
道
内
で
動
い
て

い
る
と
言
え
る
。北
海
道
か
ら
も
こ
う

し
た
事
例
を
積
み
上
げ
、全
国
に
発
信

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
小
林
　
こ
れ
ま
で
組
織
基
盤
の
強
化

に
つ
い
て
は
、最
初
に
合
併
目
標
を
掲

げ
、そ
こ
に
向
か
っ
て
北
海
道
も
や
っ

て
き
た
が
、今
は
各
Ｊ
Ａ
の
考
え
方
を

最
優
先
し
、単
独
で
い
く
の
で
あ
れ
ば

支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
ス
タ

ン
ス
に
変
わ
っ
て
い
る
。そ
こ
を
こ
れ

か
ら
も
大
事
に
し
な
が
ら
、農
協
の
あ

り
方
を
も
う
少
し
広
い
視
野
か
ら
柔

軟
に
考
え
て
い
け
れ
ば
、Ｊ
Ａ
と
い

う
の
は
十
分
に
持
続
可
能
な
存
在
で

あ
り
、再
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
部

分
も
あ
る
。こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
つ

つ
、ま
ず
は
組
合
員
や
地
域
の
人
た

ち
に
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、外

に
も
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
お
わ
り
）
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事
業
間
連
携
な
ど
結
び
付
き
柔
軟
に

も
必
要
だ
し
、農
協
の
経
営
に
と
っ
て
も

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
柴
田
　
今
回
の
事
業
基
盤
に
関
す
る

検
討
に
関
し
て
は
、農
水
省
も
全
国
の
農

協
に
対
し
、営
農
指
導
を
含
め
た
経
済
事

業
を
黒
字
化
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る

が
、最
近
は
赤
字
だ
か
ら
す
べ
て
だ
め
だ

と
い
う
の
で
は
な
く
、農
協
が
総
合
事
業

を
や
っ
て
い
く
中
で
、全
体
と
し
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
問

題
な
い
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
言
い
方

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。経
済
事
業
は
黒

字
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
本
来
の
思
い

は
あ
り
つ
つ
も
、例
え
ば
都
市
型
農
協
な

ど
で
あ
れ
ば
、黒
字
ま
で
い
か
な
く
て
も

賦
課
金
を
も
ら
う
こ
と
で「
き
ち
ん
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
」と
言
え
る
の

な
ら
、外
か
ら
い
ろ
い
ろ
言
う
必
要
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
。当
然
、コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
対
し

て
は
厳
し
い
対
応
に
な
る
が
、農
水
省
内

で
も
少
し
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
る
。わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
そ
れ
に

沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
そ
の
中
で
金
融
事
業
を
め
ぐ
る
環
境

が
厳
し
い
と
い
う
の
は
共
通
し
た
課
題

で
あ
り
、こ
の
先
も
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
を
確
立
す
る
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
協

が
自
分
た
ち
の
強
み
や
弱
み
を
考
え
て

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
。奨
励
金
な
ど
環
境
の
変
化
に
応
じ
て

各
農
協
で
毎
年
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、中
央
会
も
そ
れ
を
共

有
し
、収
支
の
改
善
見
通
し
や
安
定
的
な

収
支
を
確
保
す
る
た
め
に
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
な
ど
、そ
の
農
協
に
合
わ
せ
た

お
手
伝
い
を
し
て
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
た
だ
し
、こ
の
間
、農
協
改
革
な
ど

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ

た
が
、農
協
に
対
す
る
社
会
の
意
識
も

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。江

藤
農
水
大
臣
の
就
任
あ
い
さ
つ
で
も
、

こ
れ
だ
け
全
国
で
災
害
が
毎
年
あ
る

中
で
、地
域
の
Ｊ
Ａ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、本
来
の
経
済
事
業
だ
け
で
な

く
、地
域
へ
の
貢
献
な
ど
を
き
ち
ん
と

評
価
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
発
言
し

て
い
た
し
、併
せ
て
家
族
経
営
の
位
置

づ
け
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題

提
起
も
し
て
い
た
。時
の
大
臣
が
あ
あ

い
う
発
言
を
し
た
の
は
重
要
な
こ
と
。

潮
目
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。

　
佐
藤
　
農
水
省
も
農
協
改
革
の
中

で
農
協
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
と
厳
し

い
こ
と
を
や
っ
て
き
た
が
、中
身
を
よ

く
調
べ
て
み
る
と
、逆
に
協
同
組
合
が

地
域
で
ど
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

た
の
か
、見
え
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。私
自
身
、自
分
た
ち
が
進
ん
で
い

る
道
は
間
違
い
じ
ゃ
な
い
、正
し
か
っ

た
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

　
小
林
　
こ
れ
か
ら
は「
正
し
か
っ

た
」と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
声
に
出

し
、内
外
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。全
国
の
農
協

で
も
組
合
員
と
の
対
話
と
し
て
職
員

訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、ピ
ン
ネ
の
営
農
渉
外
課
や

こ
し
み
ず
の
農
作
業
支
援
事
業
な
ど

の
取
り
組
み
は
全
国
で
も
驚
か
れ
る

事
例
だ
と
思
う
。中
央
会
と
連
携
し
、

北
海
道
か
ら
も
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
形

で
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。小
清
水

で
は
農
作
業
支
援
事
業
に
人
を
呼
ぶ

た
め
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
の
媒
体
も
ど

ん
ど
ん
活
用
し
て
発
信
し
て
い
る
。

　
佐
藤
　
や
る
ほ
う
は
大
変
だ
が
、ラ

ジ
オ
を
聞
い
て
実
際
に
人
が
来
て
く

れ
れ
ば
達
成
感
が
あ
り
、ま
た
頑
張
ろ

う
と
な
る
。そ
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ

と
思
う
。

　
農
作
業
支
援
事
業
に
関
し
て
も
、町

内
で
廃
校
に
な
っ
た
高
校
の
跡
地
を

活
用
し
て
拠
点
施
設
を
つ
く
ろ
う
と

今
動
い
て
い
る
が
、そ
の
構
想
を
上
げ

て
き
た
の
は
職
員
。か
な
り
大
き
な
施

設
だ
し
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か

る
。こ
れ
は
大
変
だ
と
思
っ
た
が
、一

緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
と
形
が
で

き
て
く
る
。や
ら
な
け
れ
ば
何
も
生
ま

れ
な
い
が
、や
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か

が
生
ま
れ
る
。衰
退
よ
り
は
何
か
す
る

こ
と
。そ
れ
を
職
員
が
自
分
た
ち
で
考

え
て
提
案
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
心
を

打
た
れ
た
。総
代
会
で
反
対
さ
れ
れ
ば

で
き
な
い
が
、農
協
は
そ
う
い
う
組
織

で
あ
り
、組
合
員
が
受
け
止
め
る
こ
と

も
大
事
だ
と
思
う
。

　
柴
田
　
職
員
の
思
い
が
そ
の
よ
う

な
形
で
積
み
上
が
っ
て
く
る
と
、今
度

は
理
事
者
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
頑
張
る
。そ
う
し

た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
積
み
上
げ
が
、協

同
組
合
運
動
の
原
点
と
い
う
気
が
す

る
。

　
小
林
　
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
の
あ
り

方
と
い
う
こ
と
で
私
が
感
じ
て
い
る

の
は
、今
は
北
海
道
に
１
０
８
Ｊ
Ａ

が
あ
り
、こ
れ
か
ら
少
し
合
併
が
進

む
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
が
、例
え

ば
事
業
間
連
携
な
ど
、Ｊ
Ａ
同
士
が

も
っ
と
有
機
的
に
結
び
付
く
こ
と
に

よ
っ
て
、コ
ス
ト
面
で
は
事
業
管
理

費
を
削
減
し
た
り
、販
売
面
で
は
よ

り
機
敏
な
対
応
を
可
能
に
す
る
と

い
っ
た
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

　
佐
藤
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
は
14
農

協
あ
り
、う
ち
を
含
め
て
合
併
は
そ

れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
が
、こ
れ
か

ら
は
管
内
14
農
協
が
連
携
し
、共
通

の
課
題
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
、将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。そ
の
中
で
事
業
間

連
携
に
関
し
て
言
え
ば
、う
ち
に
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
が
あ
る
。小
さ

な
農
協
は
人
材
確
保
が
大
変
な
の

で
、各
農
協
で
は
で
き
な
い
よ
う
な

事
業
の
中
身
を
精
査
し
、そ
れ
に
対

応
で
き
る
人
材
を
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協

連
に
集
め
、い
つ
で
も
相
談
で
き
る

よ
う
な
組
織
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。全
道
的
な
課
題
に
は
中

央
会
が
対
応
し
て
く
れ
る
が
、管
内

特
有
の
悩
み
と
い
う
の
も
あ
る
。農

協
の
駆
け
込
み
寺
で
は
な
い
が
、オ

ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
を
核
に
し
て
、単
体

の
農
協
事
業
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

組
織
全
体
で
地
域
を
守
り
、共
有
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
ブ
ラ
ン
ド
を
大
切
に
育
て
て

い
く
と
い
う
、も
っ
と
広
い
と
こ
ろ
に

目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と

思
う
。ま
た
、そ
う
し
た
相
互
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
れ

を
見
て
い
る
組
合
員
に
も
、協
同
組
合

や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
大
切
さ
が
自
然
と

伝
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　
宮
本
　
う
ち
も
事
業
連
携
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、中
空
知
地

域
の
Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
、Ｊ
Ａ
新
す
な
が

わ
、ピ
ン
ネ
の
３
農
協
の
間
で
選
果
施

設
の
共
同
利
用
を
検
討
し
て
き
た
。青

果
物
な
ど
の
選
果
施
設
は
各
農
協
で

持
っ
て
い
る
が
、水
田
の
規
模
拡
大
に

伴
い
、ど
こ
の
農
協
も
野
菜
の
生
産
規

模
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ
の

た
め
３
農
協
で
事
業
連
携
を
組
み
、共

通
す
る
品
目
の
選
果
施
設
を
共
有
化
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
５
年
前
に
提

案
し
、最
初
に
花
き
の
集
荷
・
選
果
施
設

で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。Ｊ
Ａ
新

す
な
が
わ
の
花
を
う
ち
の
施
設
で
選
別

し
、産
地
も
し
っ
か
り
明
記
し
な
が
ら

出
荷
し
て
い
る
。ま
た
、た
ま
ね
ぎ
は
Ｊ

Ａ
新
す
な
が
わ
が
広
域
の
事
業
連
携
で

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、こ
の

部
分
で
も
何
と
か
中
空
知
３
農
協
で
事

業
連
携
が
組
め
な
い
か
と
い
う
提
案
を

し
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、ア
ス
パ
ラ
、い

ん
げ
ん
な
ど
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
で

小
規
模
な
施
設
を
持
っ
て
い
る
が
、地

域
で
連
携
が
取
れ
な
い
か
と
提
案
し
て

い
る
。時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、規
模
が
縮
小
し
て
施
設
を
維
持
で

き
な
く
な
る
前
に
、何
と
か
２
つ
、３
つ

の
事
業
連
携
を
形
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。組
合
員
の
た
め
に
も
、ぜ

ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

　
佐
藤
　
施
設
を
ま
と
め
る
の
は
大
変

だ
。オ
ホ
ー
ツ
ク
で
も
ビ
ー
ン
ズ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
を
つ
く
っ
た
が
、あ
れ
は
実

現
す
る
ま
で
に
５
年
ぐ
ら
い
か
か
っ

た
。管
内
の
で
ん
粉
工
場
の
再
編
も
同

じ
で
、よ
う
や
く
ひ
と
つ
区
切
り
が
つ

く
が
、こ
れ
は
10
年
か
か
っ
た
。一
度
ま

と
ま
れ
ば
行
政
な
ど
の
支
援
も
得
ら
れ

る
が
、や
は
り
わ
が
町
、わ
が
農
協
と
い

う
思
い
が
あ
る
か
ら
時
間
が
か
か
る
。

し
か
し
、い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
。先
の
話
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
。

　
柴
田
　
厳
し
く
な
ら
な
い
と
ま
と

ま
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
の
は
ま
っ
た

く
そ
の
と
お
り
で
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
捉
え
な
い
と
、事
業
間
連
携

な
ど
の
話
は
出
て
こ
な
い
と
思
う
。例

え
ば
農
協
合
併
に
つ
い
て
も
、今
ま
で

の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
進
め
れ
ば
い
い
と

は
思
わ
な
い
し
、皆
さ
ん
が
考
え
た
結

果
が
単
独
で
の
総
合
事
業
体
だ
と
す
れ

ば
、そ
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、各
農
協
や
地

域
で
考
え
る
土
壌
が
出
来
つ
つ
あ
る
と

い
う
の
は
、あ
る
意
味
チ
ャ
ン
ス
だ
と

感
じ
る
。そ
の
中
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
事

業
間
連
携
も
あ
れ
ば
、施
設
の
効
率
利

用
も
あ
る
。そ
れ
を
ど
の
範
囲
で
や
る

の
か
。地
域
や
事
業
内
容
に
よ
っ
て
、オ

ホ
ー
ツ
ク
の
よ
う
な
地
区
単
位
で
や
る

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、中
空
知
の
よ
う
な

農
協
単
位
で
や
れ
る
も
の
も
あ
る
。そ

う
い
う
皆
さ
ん
の
協
議
の
場
に
、わ
れ

わ
れ
中
央
会
や
ホ
ク
レ
ン
、信
連
な
ど

連
合
会
が
入
り
な
が
ら
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
役
割
を
北
海
道
全
体
で
考
え
直

し
、ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
圧
縮
し
て
い

け
る
よ
う
、中
央
会
と
し
て
も
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、全
国
的
に
持
続
可
能
な
事
業

運
営
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
で
出
て
き

て
い
る
の
は
、金
融
店
舗
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

集
約
化
な
ど
を
通
じ
て
浮
い
た
人
員
を

対
話
型
の
業
務
に
回
す
と
い
う
の
が
大

き
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。そ
う
考
え
る

と
、ピ
ン
ネ
の
営
農
渉
外
課
な
ど
は
ま

さ
に
そ
れ
だ
し
、こ
し
み
ず
の
農
作
業

支
援
事
業
を
含
め
、全
国
の
動
き
を
先

取
り
し
た
取
り
組
み
が
道
内
で
動
い
て

い
る
と
言
え
る
。北
海
道
か
ら
も
こ
う

し
た
事
例
を
積
み
上
げ
、全
国
に
発
信

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
小
林
　
こ
れ
ま
で
組
織
基
盤
の
強
化

に
つ
い
て
は
、最
初
に
合
併
目
標
を
掲

げ
、そ
こ
に
向
か
っ
て
北
海
道
も
や
っ

て
き
た
が
、今
は
各
Ｊ
Ａ
の
考
え
方
を

最
優
先
し
、単
独
で
い
く
の
で
あ
れ
ば

支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
ス
タ

ン
ス
に
変
わ
っ
て
い
る
。そ
こ
を
こ
れ

か
ら
も
大
事
に
し
な
が
ら
、農
協
の
あ

り
方
を
も
う
少
し
広
い
視
野
か
ら
柔

軟
に
考
え
て
い
け
れ
ば
、Ｊ
Ａ
と
い

う
の
は
十
分
に
持
続
可
能
な
存
在
で

あ
り
、再
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
部

分
も
あ
る
。こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
つ

つ
、ま
ず
は
組
合
員
や
地
域
の
人
た

ち
に
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、外

に
も
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
お
わ
り
）
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管理No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

所 属

管 理 課

金 融 共 済 課

金 融 共 済 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

畜 産 課

畜 産 課

畜 産 課

畜 産 課

畜 産 課

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

農産・畜産課

営農 支 援 室

代 表 者

藤 原 　 広伸

山田 　 照 夫

佐々木 道 人

迫田 　 和男

佐 野 　 成 昭

上田 　 博 康

仲田 　 幸司

堂 藤　　勲

谷 　 　 智 博

近 藤　弘 和

谷 　 智 博

近 藤　雅 浩

工 藤 　 雅史

矢 作　祐 樹

下川 　 貴 弘

大 矢根 　 督

大 矢根 　 督

北 野 　 淳 志

石川 　 賢 一

大 矢根 　 督

迫 田 彩 由美

千 葉由佳 子

幾島 　 大 智

川瀬 　 伸一

佐 野 　 成 昭

安 部 　 仁

鹿中 徳 三 郎

石 川 　 剛

竹原 　 俊 博

構成員

12名

236名

5名

7名

93名

5名

67名

29名

55名

55名

28名

9名

21名

22名

9名

22名

22名

14名

7名

16名

13名

46名

16名

42名

11名

19法人

12名

38名

備 考（ 副 会 長 ）

佐藤伸也・柏葉真一

仲田　　實

滝口　和弘

細川　康博

武田充・有岡淳一

羽田野慎也・藤原広伸

近藤　弘和

下川　貴弘

柏木　　守

安部　　仁

真木喜一・山下俊文

十河　孝文

嶋田治仁・中山和彦

山田耕太・小野塚一郎

山田耕太・小野塚一郎

迫田　隆・迫田智治

山田耕太

石川あけみ・西原久美子

金一　和美

河本務・十河　孝文

小林　正弘

迫田和男・仲田幸司・大矢根督・石井博幸

産業振興課長・普及ｾﾝﾀー 支所長

羽田野慎也

石川　賢一

鹿中徳三郎・谷智博

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

中西 　 友幸

稲部　隆浩

山本　和義

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

中川 　 寿 幸

中川 　 寿 幸

中川 　 寿 幸

中川 　 寿 幸

中川 　 寿 幸

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

中川 　 寿 幸

久保 　 玲児

加藤　賢吾

後 藤 ゆかり

中川 　 剛 志

倉下 　 桂 輔

後 藤　　全

倉下 　 桂 輔

最 上　智生

倉下 　 桂 輔

岩川　知 樹

岩川　知 樹

岩川　知 樹

岩川　知 樹

後 藤　　全

蓮井　聖矢

後 藤　　全

園部　　守

太田　和也

園部　　守

上野　岳樹

金内　恵美

金内　恵美

太田 　 智也

岩崎　敏晴

成田 　 一博

岩崎　敏晴

成田 　 一博

太田 　 智也

係 長

係 長

係 長

主 事

係 長

主 事

主事補

主 事

係 長

係 長

係 長

係 長

係 長

主事補

係 長

係 長

主 事

係 長

見習い

主 事

主事捕

主 事

考査役

係 長

考査役

係 長

主 事

団 体 名

営 農 組 合 連 絡 会 議

津 別 町 農 協 年 金 友 の 会

共 済 代 理 店 連 絡 協 議 会

小 麦 収 穫 委 員 会

津 別 町 麦 作 協 議 会

津 別 町 種 子小麦 生 産 組合

津 別 町 甜 菜 振 興 会

津 別 町 大 豆 生 産 組 合

津 別 町馬 鈴 薯 振 興 協 議 会

津 別 町 馬 鈴 薯 振 興 会

カ ル ビ ー 馬 鈴 薯 生 産 組 合

津別町種子馬鈴薯耕作組合

津 別 町 玉 葱 振 興 会

津 別 町 玉 葱 振 興 会 青 年 部

津別町特別栽培農産物推進協議会

津 別 町 酪 農 振 興 会

津 別 町 酪 農 ヘ ル パ ー 組 合

津 別 町 肉 牛 振 興 会

津 別 町 有 機 酪 農 研 究 会

B M T 抗 菌 自主 検 査 運 営 委 員 会

津 別 町 農 協 女 性 部

津 別 町 農 協 フ レ ッ シ ュ・ミ ズ

津 別 町 農 協 青 年 部

津別町農業新規参入者受入協議会

津 別 町 農 政 活 動 対 策 協 議 会

新 規 参 入 者 就 農 推 進 委 員 会

津 別 町 農 業 法 人 会

津 別 町 有 機 農 業 推 進 協 議 会

津 別 町 ス マ ー ト 農 業 研 究 会

事 務 局 名

申請に必要な情報や申請方法

申請情報・書類

氏名、住所、生年月日、電話番号等の基本情報に加え、次の書類が必要です。
１．個人の場合

２．法人の場合

① 2019年分の確定申告書第一表の控え（収受日付印が押してあるもの）
② 青色申告者で月別売上（収入）金額の比較で要件を判断する場合には、

所得税青色申告決算書（２枚）の控え
③ 申請の対象とする月の月間事業収入がわかるもの（売上台帳、帳面など
2020年の確定申告の基礎となる書類が原則）
④ 申請者本人名義の振込先口座の通帳の写し
⑤ 本人確認書類（運転免許証、個人番号カード等）

申請方法

※今後、変更・追加の可能性があります。

Ｗｅｂ上での申請を基本とし、必要に応じ、感染症対策を講じた上で
完全予約制の申請支援（必要情報の入力等）を行う窓口を順次設置します。

① 申請の対象とする月の属する事業年度の直前の事業年度の確定申告書別表一
の控え
② 法人事業概況説明書の控え
③ 申請の対象とする月の月間事業収入がわかるもの（売上台帳、帳面など
2020年の確定申告の基礎となる書類が原則）
④ 法人名義の振込先口座の通帳の写し

法人番号、法人名、住所、業種、設立年月日、資本金、代表電話番号等の
基本情報に加え、次の書類が必要です。

申請期間
給付金の申請期間は、令和2年5月1日から令和３年１月15日までです。
※ 電子申請の送信完了の締め切りは、令和３年１月15日の24時までです。

※2019年分の確定申告書類を提出できない場合は、市町村民税・特別区民税・都道府県税の申告書類、
または2018年分の確定申告書類などに代えることができます。

持続化給付金の申請用ＨＰはこちら→ https://jizokuka-kyufu.jp

農林漁業者の
皆さんも対象です︕ 持続化給付金に関するお知らせ

【令和２年５月22日現在】

持続化
給付金とは︖

新型コロナ感染症拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して、
事業の継続を下支えし、再起の糧としていただくため、

事業全般に広く使える給付金

給付額 法人は200万円まで、個人事業者は100万円まで

を支給します。

※ただし、昨年１年間の売上からの減少分が上限です。

◆2020年１月以降、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ひと月の売上が前年同月比で50％
　以上減少している事業者。

■給付額の計算方法 前年の総売上（事業収入）－（前年同月比▲50％月の売上×12ヶ月）
※計算の対象とする月は、2020年１月～12月のうち任意のひと月を、事業者にて選択。

◆2019年以前から事業による事業収入（売上）を得ており、今後も事業を継続する意思がある事業者。
◆資本金10億円以上の大企業等を除く、農林水産業、食品関連事業を含め、業種横断
　的に個人事業者や法人を広く対象とします。
　また、農事組合法人、協同組合など、会社以外の法人についても幅広く対象となります。
※一度給付を受けた方は、再度給付申請することができません。※詳細は、申請要領等をご確認ください。

給付対象

「持続化給付金」を装った詐欺にご注意下さい

■令和2年度外郭団体事務委託一覧表

※ご不明な点は営農支援室までお問合わせ願います。TEL 0152-76-3322
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管理No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

所 属

管 理 課

金 融 共 済 課

金 融 共 済 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

農 産 課

畜 産 課

畜 産 課

畜 産 課

畜 産 課

畜 産 課

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

営農 支 援 室

農産・畜産課

営農 支 援 室

代 表 者

藤 原 　 広伸

山田 　 照 夫

佐々木 道 人

迫田 　 和男

佐 野 　 成 昭

上田 　 博 康

仲田 　 幸司

堂 藤　　勲

谷 　 　 智 博

近 藤　弘 和

谷 　 智 博

近 藤　雅 浩

工 藤 　 雅史

矢 作　祐 樹

下川 　 貴 弘

大 矢根 　 督

大 矢根 　 督

北 野 　 淳 志

石川 　 賢 一

大 矢根 　 督

迫 田 彩 由美

千 葉由佳 子

幾島 　 大 智

川瀬 　 伸一

佐 野 　 成 昭

安 部 　 仁

鹿中 徳 三 郎

石 川 　 剛

竹原 　 俊 博

構成員

12名

236名

5名

7名

93名

5名

67名

29名

55名

55名

28名

9名

21名

22名

9名

22名

22名

14名

7名

16名

13名

46名

16名

42名

11名

19法人

12名

38名

備 考（ 副 会 長 ）

佐藤伸也・柏葉真一

仲田　　實

滝口　和弘

細川　康博

武田充・有岡淳一

羽田野慎也・藤原広伸

近藤　弘和

下川　貴弘

柏木　　守

安部　　仁

真木喜一・山下俊文

十河　孝文

嶋田治仁・中山和彦

山田耕太・小野塚一郎

山田耕太・小野塚一郎

迫田　隆・迫田智治

山田耕太

石川あけみ・西原久美子

金一　和美

河本務・十河　孝文

小林　正弘

迫田和男・仲田幸司・大矢根督・石井博幸

産業振興課長・普及ｾﾝﾀー 支所長

羽田野慎也

石川　賢一

鹿中徳三郎・谷智博

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

中西 　 友幸

稲部　隆浩

山本　和義

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

長岐　章久

中川 　 寿 幸

中川 　 寿 幸

中川 　 寿 幸

中川 　 寿 幸

中川 　 寿 幸

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

久保 　 玲児

中川 　 寿 幸

久保 　 玲児

加藤　賢吾

後 藤 ゆかり

中川 　 剛 志

倉下 　 桂 輔

後 藤　　全

倉下 　 桂 輔

最 上　智生

倉下 　 桂 輔

岩川　知 樹

岩川　知 樹

岩川　知 樹

岩川　知 樹

後 藤　　全

蓮井　聖矢

後 藤　　全

園部　　守

太田　和也

園部　　守

上野　岳樹

金内　恵美

金内　恵美

太田 　 智也

岩崎　敏晴

成田 　 一博

岩崎　敏晴

成田 　 一博

太田 　 智也

係 長

係 長

係 長

主 事

係 長

主 事

主事補

主 事

係 長

係 長

係 長

係 長

係 長

主事補

係 長

係 長

主 事

係 長

見習い

主 事

主事捕

主 事

考査役

係 長

考査役

係 長

主 事

団 体 名

営 農 組 合 連 絡 会 議

津 別 町 農 協 年 金 友 の 会

共 済 代 理 店 連 絡 協 議 会

小 麦 収 穫 委 員 会

津 別 町 麦 作 協 議 会

津 別 町 種 子小麦 生 産 組合

津 別 町 甜 菜 振 興 会

津 別 町 大 豆 生 産 組 合

津 別 町馬 鈴 薯 振 興 協 議 会

津 別 町 馬 鈴 薯 振 興 会

カ ル ビ ー 馬 鈴 薯 生 産 組 合

津別町種子馬鈴薯耕作組合

津 別 町 玉 葱 振 興 会

津 別 町 玉 葱 振 興 会 青 年 部

津別町特別栽培農産物推進協議会

津 別 町 酪 農 振 興 会

津 別 町 酪 農 ヘ ル パ ー 組 合

津 別 町 肉 牛 振 興 会

津 別 町 有 機 酪 農 研 究 会

B M T 抗 菌 自主 検 査 運 営 委 員 会

津 別 町 農 協 女 性 部

津 別 町 農 協 フ レ ッ シ ュ・ミ ズ

津 別 町 農 協 青 年 部

津別町農業新規参入者受入協議会

津 別 町 農 政 活 動 対 策 協 議 会

新 規 参 入 者 就 農 推 進 委 員 会

津 別 町 農 業 法 人 会

津 別 町 有 機 農 業 推 進 協 議 会

津 別 町 ス マ ー ト 農 業 研 究 会

事 務 局 名

申請に必要な情報や申請方法

申請情報・書類

氏名、住所、生年月日、電話番号等の基本情報に加え、次の書類が必要です。
１．個人の場合

２．法人の場合

① 2019年分の確定申告書第一表の控え（収受日付印が押してあるもの）
② 青色申告者で月別売上（収入）金額の比較で要件を判断する場合には、

所得税青色申告決算書（２枚）の控え
③ 申請の対象とする月の月間事業収入がわかるもの（売上台帳、帳面など
2020年の確定申告の基礎となる書類が原則）
④ 申請者本人名義の振込先口座の通帳の写し
⑤ 本人確認書類（運転免許証、個人番号カード等）

申請方法

※今後、変更・追加の可能性があります。

Ｗｅｂ上での申請を基本とし、必要に応じ、感染症対策を講じた上で
完全予約制の申請支援（必要情報の入力等）を行う窓口を順次設置します。

① 申請の対象とする月の属する事業年度の直前の事業年度の確定申告書別表一
の控え
② 法人事業概況説明書の控え
③ 申請の対象とする月の月間事業収入がわかるもの（売上台帳、帳面など
2020年の確定申告の基礎となる書類が原則）
④ 法人名義の振込先口座の通帳の写し

法人番号、法人名、住所、業種、設立年月日、資本金、代表電話番号等の
基本情報に加え、次の書類が必要です。

申請期間
給付金の申請期間は、令和2年5月1日から令和３年１月15日までです。
※ 電子申請の送信完了の締め切りは、令和３年１月15日の24時までです。

※2019年分の確定申告書類を提出できない場合は、市町村民税・特別区民税・都道府県税の申告書類、
または2018年分の確定申告書類などに代えることができます。

持続化給付金の申請用ＨＰはこちら→ https://jizokuka-kyufu.jp

農林漁業者の
皆さんも対象です︕ 持続化給付金に関するお知らせ

【令和２年５月22日現在】

持続化
給付金とは︖

新型コロナ感染症拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して、
事業の継続を下支えし、再起の糧としていただくため、

事業全般に広く使える給付金

給付額 法人は200万円まで、個人事業者は100万円まで

を支給します。

※ただし、昨年１年間の売上からの減少分が上限です。

◆2020年１月以降、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ひと月の売上が前年同月比で50％
　以上減少している事業者。

■給付額の計算方法 前年の総売上（事業収入）－（前年同月比▲50％月の売上×12ヶ月）
※計算の対象とする月は、2020年１月～12月のうち任意のひと月を、事業者にて選択。

◆2019年以前から事業による事業収入（売上）を得ており、今後も事業を継続する意思がある事業者。
◆資本金10億円以上の大企業等を除く、農林水産業、食品関連事業を含め、業種横断
　的に個人事業者や法人を広く対象とします。
　また、農事組合法人、協同組合など、会社以外の法人についても幅広く対象となります。
※一度給付を受けた方は、再度給付申請することができません。※詳細は、申請要領等をご確認ください。

給付対象

「持続化給付金」を装った詐欺にご注意下さい

■令和2年度外郭団体事務委託一覧表

※ご不明な点は営農支援室までお問合わせ願います。TEL 0152-76-3322
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ＪＡグループ通信

■ＪＡ北海道中央会

　JAグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を紹介
します。各団体の詳しい取り組み内容はWEBサイトをご
覧ください。

■ＪＡ北海道信連

■ホクレン ■JA北海道厚生連

■ＪＡ共済連北海道

　 ミルクランド
北海道（事務局・
ホクレン）は、新
型コロナウイルス
の感染拡大が深
刻化した４月下旬
から５月にかけ

て、医療スタッフへの感謝と、子どもたちの健康増進を
願う気持ちを込めて、道内医療機関や札幌市内の保育
園、幼稚園などに200mlパック換算で計16万本相当の
牛乳を無償で提供しました。またホクレンは、厳しい社
会状況の中でも、ひたむきに農作業を続ける道内生産
者の姿を伝えようと、ホクレンアンバサダーの森崎博之
さんを起用したテレビＣＭ＝写真＝を制作、道内民放
各局で放映しました。

JAつべつ 生産資材課(津別町字活汲512番地)　TEL：0152-76-3430お問い合わせ

　新型コロナウイルス感染防止のためテレビ会議システムを活用した中で、５月13日に
北海道農協酪農畜産対策本部委員会と生乳受託販売委員会の合同会議を開催し、新
型コロナウイルス感染拡大に関する対応、及び令和３年度酪農畜産政策・価格対策に
向けた対策等について協議しました。
　新型コロナウイルスによる牛乳・乳製品の需要低下に対しては、乳業者等と連携を図
り生乳処理の最大化を図るとともに、国の緊急対策を活用した消費拡大・需給調整対策を実施することとしました。
　また、今後農林水産省に対し酪農畜産分野の懸念事項を踏まえ必要な対策を継続して要請することとしました。
　令和３年度に向けた酪農畜産政策・価格対策については、組織討議の内容を踏まえ、７月上旬に開催する道酪畜対で、
概算要求に向けた政策提案の内容を決定いたします。なお、新型コロナウイルスによる国内経済への影響が長期化した
場合、さらなる牛乳・乳製品の需要低下が懸念されることから、酪農生産基盤を棄損させないよう国の緊急対策も踏ま
え、万全な需給安定の仕組みの構築を強く要請することを確認しました。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守
るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを目
的として、広報誌「すまいる」を発行しております。年３
回発行しており、様々な医療・健康情報を発信しており
ます。
　ホームペー
ジにもバック
ナンバーを掲
載しておりま
すので、是非
ご一読くださ
い。

　２００８年度から全国の子どもたちに向けて食農教
育等の取組みを実践する「ＪＡバンク食農教育応援事
業」を展開しています。本事業の一環として、子どもた
ちが食・環境と農業への理解を深めるきっかけとなる
ことを願い、小学５年生を中心とする高学年向けの補
助教材「農業とわた
したちのくらし」を
作製しています。道
内においては、本年
度、約５万部の冊子
とＤＶＤを全道の小
学校へ贈呈いたしま
した。

　ＪＡ共済では「家族みんなで健やかに、安全に。『お
うち時間を充実させよう！』」をテーマに、ＪＡ共済の
ホームページに様々なお役立ちコンテンツをご用意して
おります。コンテンツは、〇おうちでできる健康増進活
動〇おうちでじっくり、交通安全を学ぼう〇おうちの防
犯、コロナ詐欺が増えています　〇健康・介護ほっとラ
インをご紹介しております。
　外出自粛中にご自宅で「健康で安心して過ごしていた

だく」、「子どもた
ち が 楽しく交 通
ルールを学べる」
取組みとしてぜひ
ご活用ください。
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ＪＡグループ通信

■ＪＡ北海道中央会

　JAグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を紹介
します。各団体の詳しい取り組み内容はWEBサイトをご
覧ください。

■ＪＡ北海道信連

■ホクレン ■JA北海道厚生連

■ＪＡ共済連北海道

　 ミルクランド
北海道（事務局・
ホクレン）は、新
型コロナウイルス
の感染拡大が深
刻化した４月下旬
から５月にかけ

て、医療スタッフへの感謝と、子どもたちの健康増進を
願う気持ちを込めて、道内医療機関や札幌市内の保育
園、幼稚園などに200mlパック換算で計16万本相当の
牛乳を無償で提供しました。またホクレンは、厳しい社
会状況の中でも、ひたむきに農作業を続ける道内生産
者の姿を伝えようと、ホクレンアンバサダーの森崎博之
さんを起用したテレビＣＭ＝写真＝を制作、道内民放
各局で放映しました。

JAつべつ 生産資材課(津別町字活汲512番地)　TEL：0152-76-3430お問い合わせ

　新型コロナウイルス感染防止のためテレビ会議システムを活用した中で、５月13日に
北海道農協酪農畜産対策本部委員会と生乳受託販売委員会の合同会議を開催し、新
型コロナウイルス感染拡大に関する対応、及び令和３年度酪農畜産政策・価格対策に
向けた対策等について協議しました。
　新型コロナウイルスによる牛乳・乳製品の需要低下に対しては、乳業者等と連携を図
り生乳処理の最大化を図るとともに、国の緊急対策を活用した消費拡大・需給調整対策を実施することとしました。
　また、今後農林水産省に対し酪農畜産分野の懸念事項を踏まえ必要な対策を継続して要請することとしました。
　令和３年度に向けた酪農畜産政策・価格対策については、組織討議の内容を踏まえ、７月上旬に開催する道酪畜対で、
概算要求に向けた政策提案の内容を決定いたします。なお、新型コロナウイルスによる国内経済への影響が長期化した
場合、さらなる牛乳・乳製品の需要低下が懸念されることから、酪農生産基盤を棄損させないよう国の緊急対策も踏ま
え、万全な需給安定の仕組みの構築を強く要請することを確認しました。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守
るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを目
的として、広報誌「すまいる」を発行しております。年３
回発行しており、様々な医療・健康情報を発信しており
ます。
　ホームペー
ジにもバック
ナンバーを掲
載しておりま
すので、是非
ご一読くださ
い。

　２００８年度から全国の子どもたちに向けて食農教
育等の取組みを実践する「ＪＡバンク食農教育応援事
業」を展開しています。本事業の一環として、子どもた
ちが食・環境と農業への理解を深めるきっかけとなる
ことを願い、小学５年生を中心とする高学年向けの補
助教材「農業とわた
したちのくらし」を
作製しています。道
内においては、本年
度、約５万部の冊子
とＤＶＤを全道の小
学校へ贈呈いたしま
した。

　ＪＡ共済では「家族みんなで健やかに、安全に。『お
うち時間を充実させよう！』」をテーマに、ＪＡ共済の
ホームページに様々なお役立ちコンテンツをご用意して
おります。コンテンツは、〇おうちでできる健康増進活
動〇おうちでじっくり、交通安全を学ぼう〇おうちの防
犯、コロナ詐欺が増えています　〇健康・介護ほっとラ
インをご紹介しております。
　外出自粛中にご自宅で「健康で安心して過ごしていた

だく」、「子どもた
ち が 楽しく交 通
ルールを学べる」
取組みとしてぜひ
ご活用ください。
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殉公者追悼式

監事監査（～１７日）

企画会議・年金友の会ＰＧ大会

玉葱作況視察

全道組合長会議・道連総会（～24日）

管内共計精算会議

理事会

組合長会総会

全戸訪問（～２日）

経営会議・斜網ブロック常勤会議

廃プラ回収

新規採用面接（～９日）

企画会議

種子馬鈴薯第２期検査

6月下旬・7月上旬の
主な行事

JAつべつ新事務所オープニングセレモニーにて
開催日：5月7日㈭
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付
議
事
項

議
案
第
1
号

　
令
和
２
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の

開
示
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

　
夏
期
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
3
号

　
職
制
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

議
案
第
4
号

　
公
用
印
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
5
号

　
融
資
協
議
会
要
領
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
6
号

　
大
口
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

議
案
第
7
号

　
美
幌
地
方
農
産
加
工
農
業
協
同
組
合
連
合

会
へ
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

協
議
事
項

①
畑
作
・
畜
産
関
連
の
組
織
討
議
に
つ
い
て

②
組
合
員
祝
賀
会
に
つ
い
て

③
組
合
員
戸
別
訪
問
の
実
施
に
つ
い
て

第
四
回
理
事
会
報
告
開催日

5月28日

新型コロナウイルスの影響により、中止・延期の場合があります。

組合員戸別訪問を実施します！
組合員と直接情報交換と意見・要望等を確認し、

ＪＡ事業への反映を目的に役職員が戸別に訪問させて頂きます。

７/１水・２木実施日
令和２年
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